
□ 期 日 平成28年11月16日(水)13:10～16:00
□ 会 場 田村市立滝根小学校

日 程 主 な 研 修 内 容

13:10～ □ 支援活動見学
13:55 １ 図書貸し出し

２ 読み聞かせ(全学年)

14:10～ □ 事業概要説明
15:20 「田村市学校支援地域本部滝根地

域教育協議会事業について」

(会場となった滝根小学校) (発表者)

滝根地域コーディネーター

會田 慶吾 氏

□ 実践事例発表
「大玉村学校支援地域本部とコミ

ュニティ･スクール」

(発表者)

コーディネーター

伊藤 由美子 氏

15:20～ □ 質疑応答・情報交換
15:50

□ 支援活動見学

【研修会の目的】
地域で子どもたちを支えていく

取組を推進するため、学校支援地
域本部事業の具体的な実践の見学
や、県内における先進的な事例の
発表及び協議を行います。このこ
とを通して、事業への理解を深め
るとともに、関係者の資質向上を
図ります。

【主 催】
福島県教育委員会

１ 図書貸し出し ２ 読み聞かせ(全学年)
滝根小学校には、毎日(月～金)１名 滝根小学校の読み聞かせは、学年ご

のボランティアの方が、図書の整理や とに実施されています。子どもたちの
図書貸し出し補助のために、活動して 豊かな表情から、子どもたちはこの時
います。子どもたちにとって、ボラン 間をとても楽しみにしていることが分
ティアの方が図 かりました。
書室にいるのは 読み聞かせの
当たり前のこと 合間のボランテ
で、この日も図 ィアの方と子ど
書カードの記入 もたちの会話の
の仕方について やりとりも、と
アドバイスを受 ても楽しそうで
けていました。 した。



□ 事業概要説明

□ 実践事例発表

「田村市学校支援地域本部滝根地域教育協議会事業について」
(発表者) 滝根地域コーディネーター 會田 慶吾 氏

○ 平成２３年１１月に中学校１校、小学校３校を対象とした滝根地域教育協議
会(学校支援滝根地域本部)がスタート
・平成２６年度より滝根幼稚園も支援対象
・平成２７年度、文部科学大臣表彰
・平成２８年度、旧滝根町内の小学校(菅谷小、広瀬小、滝根小)が統合

○ ボランティアの実際
・図書ボランティア(おはなし会、図書の整理) ・民話の日(昔話)
・環境整備(草刈り、樹木の剪定) ・部活動支援(中学校)
・交通教室の付き添い ・お楽しみ会のサンタクロース(幼稚園)

○ コーディネーターの役割
・申請書、決定通知書によるコーディネート(直近の依頼へも対応)
・活動記録の累積 ・ボランティアの募集 ・広報誌の発行(年間４回)

○ 成果と課題
ボランティア要請の質的変化(豊富になってきた活動内容)
市内の教育協議会(学校支援地域本部)増に伴うボランティア数の増加
コーディネーター情報交換会の開催

・ボランティア要請の偏り ・報酬の無い活動 ・手続きの簡素化
○ おわりに
・「できること」を「できる時」に、「出来ることから」
・ボランティアの方の感想「ボランティアは自分磨き」

「大玉村学校支援地域本部とコミュニティ･スクール」
(発表者) 大玉村学校支援地域本部コーディネーター 伊藤 由美子 氏
○ 大玉村の教育
・４つの教育(響育、強育、共育、郷育) ・縦軸の繋がりと横軸の広がり
○「コミュニティ・スクール委員会」と「学校支援地域本部」
・ねらいは同じ(コミュニティ・スクールは話し合いから、学校支援は具体的
活動から)

・「コミュニティ・スクール委員会」と「学校支援地域本部」は車の両輪
○ コミュニティ・スクール委員会(組織および活動内容)
○ 学校支援地域本部
・学校支援ボランティアの連絡調整 ・コーディネーターの役割
・広報活動の充実

○ おおたま・オータムフェスタについて
・縦軸と横軸が調和的に接することを目指す
・学年を超えた縦の繋がりと地域の横の繋がりを意識した実施内容

○ その他の大玉村の特色ある教育
・放課後子ども教室…地域ボランティア活躍の場(週１回年間３３回実施)
○ 成果と課題

子どもたちの社会性の向上 学校への理解の深まり
ボランティアの自信･生きがい等 学校とボランティアの信頼関係の構築
学校支援（ボランティア）システムの定着

・新たな人材の発掘と育成 ・ニーズに寄りそったコーディネート
・保護者ボランティアの参加促進

○ 課題解決のために
・学びの還元と循環 ・みんなで支え、みんなで育て、みんなが育つ

○ おわりに
・「いい村はいい学校を育てる いい学校はいい村をつくる」




